
鶴岡協立リハビリテーション病院 ●問い合わせ先
 鶴岡協立リハビリテーション病院　事務長室　阿部
 tel.0235-78-7511　fax.0235-78-7515
 E-mail：rh.abe@yamaikyo.or.jp

●病院の概要 ●プログラムについて

●医師紹介･メッセージ

●募集について

：臨床研修修了後、リハビリテーション科を志す方

：リハビリテーション科　１名

：２年間

：随時

・締切：随時

：面接

　•常勤医　１年目555,200円/月　２年目599,300円/月
　　　　　　各種手当て有　宿舎有

　　　　　　年間概算支給見込額7,875,400円（初年度）

●
•日本リハビリテーション医学会研修施設

脳卒中リハビリテーション、摂食嚥下障害リハビリテーション、神経難病のリハビリテーション、骨関節疾患のリハビリテーションの　

　研修を行います。

脳卒中リハビリテーションでは、回復期リハを中心に、維持期リハ、地域リハ、関連病院での急性期リハを研修します。

摂食嚥下リハビリテーションでは、ＶＥやＶＦを駆使した多彩な障害を研修し、病院だけでなく地域での治療も研修します。

神経難病リハビリテーションでは、様々な症例の病態に応じた疾病及び障害管理を研修します。

骨関節疾患のリハビリテーションでは、骨折を中心に術後・保存的治療後リハを研修します。

サブスペシャリティとして、神経内科、老年科の研修も行います。
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療養病棟 592 134.3

内 科 65 6.3 243.5 1

日本リハビリテーション医学会専門医

院長 茂　木　紹　良 日本リハビリテーション医学会専門医

リハビリテーション科長 福　村　直　毅

内科科長 新　井　昌　彦 日本産婦人科学会専門医

◎院長：茂木　紹良

　障害の３つのモデルと高齢期における４つの巨人、２つの課題への対

応を当院の安定した土台とすべく取り組みを強化しています。そうした

視点を踏まえ、回復期リハを中心に、急性期から維持期及び保健予防分

野でのリハビリテーションの研修を行います。リハ専門医を目指す方、

老年科を志望される方、是非ご参加下さい。

◎リハビリテーション科科長：福村　直毅

　全般的な疾患管理を基礎にさまざまな障害を扱うのがリハビリテーシ

ョン科です。当院では脳血管疾患等リハビリテーションと運動器リハビ

リテーションを中心に取り組んでいます。特に脳卒中リハビリテーショ

ンは7割に合併すると言われている嚥下障害を積極的に治療し高い治療成

績を残しており、学会報告も継続的に行っています。リハビリテーショ

ン科、神経科のスペシャリストを目指す医師のみならずジェネラリスト

を目指す医師にもぜひ当院での研修を経験していただきたいと思ってい

ます。

●研修プログラム例

４‐５月 ６‐９月 10‐3月 2年目4‐９月 2年目10‐3月

獲得目標 回復期の訓練を知る
生活史と

リハビリテーション
チーム医療としての
回復期を知る

嚥下リハビリテーション
神経難病・整形疾患
リハビリテーション

特　徴 少数患者の訓練全体を経験
病棟・外来とデイケア・
往診のリハビリを経験

主治医として回復期
病棟運営に参加する

ワレンベルグ症候群など、
特徴的な障害治療を行う

専門医取得に重要な
症例を経験する

講　義 リハビリテーション基礎
リハビリテーションの評価

方法
脳卒中リハビリについて 嚥下リハビリについて

神経難病・整形外科
リハビリについて

研　究 テーマ決定
日本リハビリテーション

医学会参加
リハ医学会
東北地方会発表

日本リハビリテーション
医学会参加

論文作成

＊専門医を取得するために必要な条件を満たしながら、充実した研修を提供します。

後期研修


